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衆
議
院
選
挙
の
投
票
が
２

月
８
日
に
行
わ
れ
、
即
日
開

票
さ
れ
た
。
山
梨
１
区
は
自

民
党
前
職
の
中
谷
真
一
さ

ん
（
49
）、
山
梨
２
区
は
自

民
党
前
職
の
堀
内
詔
子
さ
ん

（
60
）
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
を

果
た
し
た
。（
写
真
）

　

北
杜
市
を
含
む
山
梨
１
区

に
は
、
中
道
改
革
連
合
前

職
の
中
島
克
仁
さ
ん
（
58
）、

参
政
党
新
人
の
鈴
木
大
介
さ

ん
（
51
）、
共
産
党
新
人
の

田
中
星
那
さ
ん
（
35
）、
自

民
党
前
職
の
中
谷
真
一
さ
ん

の
４
人
が
立
候
補
し
、
中
谷

さ
ん
が
有
効
投
票
総
数
の
約

半
数
の
12
万
８
１
６
８
票
を

獲
得
し
て
当
選
。
次
点
の
中

島
さ
ん
は
８
万
７
８
１
２
票

で
、
ト
ッ
プ
と
の
差
は
約
４

万
票
に
な
っ
た
。

　

北
杜
市
の
投
票
率
は
67
・

59
％
で
、
中
島
さ
ん
が
１
万

１
４
７
４
票
、
次
い
で
中
谷

さ
ん
が
１
万
１
１
４
３
票
を

獲
得
し
た
。
２
０
２
４
年
に

行
わ
れ
た
前
回
の
衆
議
院
選

挙
で
の
北
杜
市
の
結
果
（
投

票
率
65
・
85
％
）
は
、
中
島

さ
ん
が
１
万
３
９
４
０
票
、

中
谷
さ
ん
が
８
６
５
２
票

と
、
２
人
の
差
は
５
２
８
８

票
あ
っ
た
が
、
今
回
は
そ
の

差
が
３
３
１
票
に
縮
ま
っ
て

い
る
。

◆
衆
議
院
選
挙
の
結
果

▼
小
選
挙
区 

北
杜
市

▽
中
島
克
仁　

１
１
４
７
４
票

▽
鈴
木
大
介　
　

２
０
２
３
票

▽
田
中
星
那　
　

１
４
９
５
票

▽
中
谷
真
一　

１
１
１
４
３
票

▽
無
効
票　
　
　
　

３
７
６
票

▼
小
選
挙
区 

韮
崎
市

▽
中
島
克
仁　
　

５
５
８
９
票

▽
鈴
木
大
介　
　
　

８
９
７
票

▽
田
中
星
那　
　
　

４
８
２
票

▽
中
谷
真
一　
　

７
４
４
７
票

▽
無
効
票　
　
　
　

１
９
２
票

　

高
根
町
清
里
の
萌
木
の
村

広
場
を
会
場
に
し
て
、
３
月

７
、
８
日
、「
シ
ェ
フ
ズ
バ

ル
in
八
ヶ
岳
２
０
２
６
」
が

開
か
れ
る
。
焚
き
火
を
囲
み

な
が
ら
、
北
杜
市
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
と
地
酒
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
で
、
地
元
の

シ
ェ
フ
た
ち
が
一
堂
に
集
ま

り
、
腕
に
よ
り
を
か
け
た
特

別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
。

　

同
シ
ェ
フ
ズ
バ
ル
は
、
空

気
の
澄
ん
だ
冬
の
八
ヶ
岳
や

地
域
の
食
文
化
の
魅
力
発
信

を
目
的
に
、
２
０
１
８
年
に

始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
回
で

９
回
目
。
地
域
全
体
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
昨
年
か
ら
小

淵
沢
町
と
高
根
町

の
会
場
を
交
互
に

し
て
開
催
し
て
い

る
。

　

今
年
は
、
北
杜

市
や
韮
崎
市
な
ど

に
店
を
構
え
る

シ
ェ
フ
14
人
が
参

加
。
シ
ェ
フ
ズ
バ

ル
の
た
め
の
特
別

メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
、
地
元
の
ジ

ビ
エ
肉
や
湧
水

マ
ス
、
大
豆
ミ
ー

ト
、
野
菜
、
手
づ

く
り
味
噌
や
ハ
ー
ブ
、
ス
パ

イ
ス
な
ど
を
使
っ
た
和
食
洋

食
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
が
登
場

す
る
。（
写
真
）

　

ま
た
、
北
杜
市
産
の
日
本

酒
や
ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー

の
ほ
か
、
シ
ェ
フ
ズ
バ
ル
限

定
の
カ
ク
テ
ル
と
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
カ
ク
テ
ル
を
用
意
。

子
ど
も
た
ち
に
も
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
地
元
の
新
鮮

な
野
菜
と
清
里
の
水
を
使
っ

た
ス
ー
プ
を
提
供
す
る
予
定

で
、
２
日
間
で
約
３
５
０
食

（
中
学
生
以
下
は
無
料
）
を

用
意
す
る
と
い
う
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ワ
イ
ン

の
利
き
酒
大
会
を
初
め
て
開

催
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

参
加
費
は
５
０
０
円
。
詳
し

い
内
容
は
、
公
式
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
２
月
中
に
発
表
さ

れ
る
。

　

同
シ
ェ
フ
ズ
バ
ル
実
行
委

員
長
の
新
名
あ
い
さ
ん
は
、

「
少
し
ず
つ
若
手
の
シ
ェ
フ

た
ち
へ
の
世
代
交
代
が
進
ん

で
き
て
い
る
。
今
年
も
さ
ま

ざ
ま
な
魅
力
の
あ
る
料
理
が

提
供
さ
れ
る
の
で
、
お
酒
と

の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
て

い
る
。

　

初
日
の
７
日
は
、
午
前
11

時
45
分
開
場
で
、
午
後
８
時

ま
で
。
８
日
は
、
午
前
11
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

　

北
杜
市
総
合
計
画
審
議
会

は
２
月
９
日
、
２
０
２
６
年

度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
指
針
と
な
る
「
第

４
次
北
杜
市
総
合
計
画
」
に

つ
い
て
、
基
本
構
想
と
前
期

基
本
計
画
案
を
妥
当
と
す
る

答
申
書
を
大
柴
邦
彦
市
長
に

提
出
し
た
。
今
後
、
市
は
3

月
定
例
市
議
会
に
議
案
と
し

て
提
出
し
、
今
年
度
中
の
策

定
を
目
指
す
。

　

総
合
計
画
は
、
長
期
的
な

行
政
運
営
と
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
定
め
た
市
の
最
上

位
計
画
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
取
り
巻
く
環
境
や
社

会
情
勢
が
変
化
す
る
な
か
、

現
在
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
適
し

た
見
直
し
が
必
要
と
し
て
、

第
３
次
総
合
計
画
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
新
た
な
第

４
次
総
合
計
画
の
策
定
作
業

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

第
４
次
総
合
計
画
案
で

は
、成
果
指
標
に
市
民
の「
幸

福
度
」
を
初
め
て
導
入
し
、

最
も
重
要
な
指
標
に
位
置
づ

け
た
。
昨
年
の
７
、
８
月
に

実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
市
民
の
幸
福
度

の
平
均
が
10
点
満
点
中
７
・

１
点
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同

総
合
計
画
の
目
標
と
し
て
、

10
年
後
の
市
民
の
幸
福
度
を

０
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
の
７
・

４
点
に
高
め
る
と
し
た
。

　

こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た

め
、
26
年
度
か
ら
30
年
度
ま

で
の
「
前
期
基
本
計
画
」
で

は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
た
「
重
要

度
が
高
く
、
満
足
度
が
低
い

項
目
」
を
重
点
的
に
取
り
組

む
と
し
、
医
療
機
関
の
充
実

や
買
い
物
の
利
便
性
、介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
職
員

へ
の
信
頼
、
公
共
交
通
機
関

で
の
移
動
、
森
林
の
維
持
・

活
用
、
若
者
の
活
躍
の
し
や

す
さ
な
ど
を
提
示
。
基
本
構

想
で
掲
げ
た
５
つ
の
政
策
を

柱
に
主
な
施
策
を
55
項
目
で

列
記
し
て
い
る
。

　

北
杜
市
総
合
計
画
審
議
会

は
、
昨
年
の
８
月
に
市
か
ら

諮
問
を
受
け
、
地
域
の
福
祉

や
経
済
、
環
境
、
教
育
の
関

係
者
な
ど
委
員
24
人
が
計
５

回
の
審
議
を
重
ね
て
き
た
。

　

９
日
は
、
斉
藤
け
さ
子
会

長
が
大
柴
市
長
に
答
申
書
を

手
渡
し
、
大
柴
市
長
は
、「
市

民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
安
全

安
心
で
持
続
可
能
な
ま
ち
に

す
る
た
め
、
絵
に
描
い
た
餅

に
な
ら
な
い
よ
う
、
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
進
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

一
方
、
同
日
は
、
総
合
計

画
の
推
進
を
下
支
え
す
る

「
北
杜
市
行
政
改
革
大
綱
・

実
施
計
画
」案
に
つ
い
て
も
、

北
杜
市
行
政
改
革
推
進
委
員

会
（
藤
原
真
史
会
長
ほ
か
９

人
）
か
ら
大
柴
市
長
に
答
申

書
が
提
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
２
０
２
６

年
度
か
ら
５
年
間
に
取
り
組

む
行
政
改
革
の
内
容
を
示
し

た
も
の
で
、「
組
織
機
能
の

強
化
と
人
材
の
育
成
」、「
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
推

進
」、「
多
様
な
主
体
と
の
協

働
で
推
進
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
３
つ
を
行
革
の
柱
に

掲
げ
て
い
る
。

第4次総合計画（前期）答申

満足度の低い項目重点に満足度の低い項目重点に

衆
院
選 

追
い
風
の
自
民

市
内
勢
力
図
に
変
化

シ
ェ
フ
14
人
が
一
堂
に

八
ヶ
岳
の
食
と
酒
を
楽
し
ん
で

第４次総合計画の答申書を大柴市長に手渡す
北杜市総合計画審議会の斉藤会長（右）

シェフズバルの
インスタグラム

https://www.instagram.com/yatsugatake_chefsbar/
https://www.dober.co.jp
https://lin.ee/Hqfs6Y0
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ら
古
民
家
を
約
２
年
か
け
て

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
オ
ー

プ
ン
し
た
エ
イ
テ
ン
は
、
英

語
や
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
に
対

応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外

国
人
利
用
者
も
多
く
、
日
本

の
昔
の
家
の
宿
泊
体
験
は
関

心
が
高
い
と
い
う
。

　

斉
藤
さ
ん
は
、
学
生
時
代

に
「
世
界
を
見
て
み
よ
う
」

と
62
都
市
を
歩
き
、
イ
ン
ド

で
ヨ
ガ
を
体
験
。
ま
た
、
宿

泊
先
で
ホ
ッ
と
で
き
る
宿

に
安
心
感
を
感
じ
た
と
い

う
。
エ
イ
テ
ン
か

ら
は
、
八
ヶ
岳
や

甲
斐
駒
ヶ
岳
、
富

士
山
、
瑞
牆
山
な

ど
３
６
０
度
見
渡

せ
、
心
地
よ
い
空

間
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
ヨ
ガ
は
ポ
ー
ズ
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
」
と
話
す
斉
藤

さ
ん
は
、
呼
吸
や
体
、
心
を

整
え
、
正
し
い
姿
勢
で
呼
吸

す
る
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
、
心
を
整
え
る
基
本
を
紹

介
し
、
自
分
の
苦
手
な
部
分

や
新
し
い
発
見
が
で
き
る
よ

う
に
練
習
す
る
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ゆ
っ
く
り
体
を
動
か
し
て

体
を
ほ
ぐ
し
、
少
し
ず
つ

ポ
ー
ズ
に
入
っ
て
、
最
後
は

緩
め
る
流
れ
で
、
参
加
者
に

合
わ
せ
て
内
容
を
変
え
て
い

る
。

　

ヨ
ガ
教
室
や
宿
泊
型
の
ヨ

ガ
リ
ト
リ
ー
ト
は
、
４
月
以

降
か
ら
進
め
る
予
定
で
、
詳

し
い
情
報
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
（
上
の
Ｑ
Ｒ
）
で
発
信
。

コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
か
ら
、

好
き
な
山
に
囲
ま
れ
た
場
所

に
住
み
た
い
と
一
念
発
起

し
、
２
０
２
１
年
に
北
杜
市

に
移
住
し
た
斉
藤
美
香
さ
ん

は
、
夫
で
フ
ラ
ン
ス
人
の

サ
ー
ダ
ン
・
ポ
ー
ル
さ
ん
と

高
根
町
村
山
北
割
で
「
ヨ
ガ

と
古
民
家
宿
エ
イ
テ
ン
」
を

経
営
す
る
。

　

市
内
で
仮
住
ま
い
し
な
が

高
根
町
の「
エ
イ
テ
ン
」

ヨ
ガ
教
室
と
古
民
家
宿

　

北
杜
市
は
２
月
３
日
、
宇

宙
利
用
に
関
わ
る
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
開
発
を
手
掛
け
る

「
Ｌ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ｅ
ｃ
（
エ
ル

サ
ス
テ
ッ
ク
）
株
式
会
社
」

の
山
本
洋
介
取
締
役
ら
を
講

師
に
迎
え
た
「
第
２
回
地
方

創
生
・
未
来
塾
」
を
市
立
甲

陵
高
等
学
校
で
開
催
し
、
同

校
の
生
徒
や
市
民
な
ど
約
２

７
０
人
が
参
加
し
た
。

　

エ
ル
サ
ス
テ
ッ
ク
は
、
昨

年
10
月
に
高
根
町
の
八
ヶ
岳

コ
モ
ン
ズ
（
旧
高
根
清
里
小

学
校
）
の
西
側
駐
車
場
に
宇

宙
観
測
施
設
を
整
備
。
世
界

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

「
宇
宙
ご
み
」
や
運
用
中
の

人
工
衛
星
の
飛
行
経
路
な
ど

を
観
測
し
、
衝
突
の
予
測
や

回
避
に
役
立
つ
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

講
演
会
で
は
、
同
社
の
山

本
取
締
役
や
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
、
地
球
を
と
り
ま
く
宇
宙

環
境
の
現
状
か
ら
ソ
フ
ト
フ

エ
ア
開
発
の
経
緯
、
シ
ス
テ

ム
の
仕
組
み
な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
数
多

く
の
衛
星
開
発
に
携
わ
っ
た

日
本
宇
宙
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
吉

冨
進
さ
ん
が
、「
世
界
の
宇

宙
開
発
と
宇
宙
利
用
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
人
工
衛
星

に
よ
っ
て
、
地
表
の
さ
ま
ざ

ま
な
物
体
に
直
接
触
れ
る
こ

と
な
く
、そ
の
大
き
さ
や
形
、

性
質
ま
で
分
析
で
き
る
技
術

が
進
展
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
、
同
校
科
学
部
の

生
徒
た
ち
と
の
ト
ー
ク
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

役
目
を
終
え
た
人
工
衛
星
や

ロ
ケ
ッ
ト
の
破
片
と
い
っ
た

「
宇
宙
ご
み
」
が
約
４
万
個

　

動
物
保
護
と
気
候
変
動
の

問
題
に
取
り
組
む
２
人
の
若

者
が
、
世
界
各
地
の
現
場
を

巡
る
フ
ラ
ン
ス
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
ア
ニ
マ
ル

ぼ
く
た
ち
と
動
物
の
こ
と
」

の
上
映
会
が
、
２
月
４
日
、

高
根
町
の
北
杜
市
た
か
ね
図

書
館
で
開
か
れ
た
。

　

こ
の
上
映
会
は
、
全
国
各

地
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問

題
な
ど
に
関
す
る
講
演
会
を

精
力
的
に
続
け
て
い
る
環

境
活
動
家
の
山
田
征
さ
ん

（
87
・
東
京
）
ら
が
企
画
し

た
も
の
で
、
昨
年
の
２
月
か

ら
全
国
各
地
で
実
施
。
北
杜

市
内
で
は
２
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
。（
写
真
）

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

で
は
、
地
球
上
の

生
命
の
「
６
度
目

の
大
量
絶
滅
」
が

迫
っ
て
い
る
と
の

危
機
感
を
持
っ
た

若
者
２
人
が
、
世

界
各
地
を
巡
り
な

が
ら
、
海
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
汚
染
や

畜
産
業
由
来
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出

量
、
魚
の
乱
獲

の
実
態
を
取
材
。
ケ
ニ
ア
の

大
草
原
で
野
生
動
物
と
出
合

い
、
学
者
か
ら
は
種
の
絶
滅

の
原
因
や
動
物
と
人
間
の
関

係
、
自
然
再
生
の
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
を
学
び
、「
解
決
策
は

あ
る
の
か
」
と
思
い
悩
み
な

が
ら
も
、
行
動
し
続
け
る
姿

が
伝
え
ら
れ
た
。

　

上
映
後
、
山
田
さ
ん
は
、

「
２
０
２
４
年
に
世
界
自
然

保
護
基
金
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）
が
発

表
し
た
報
告
書
で
は
、
過
去

50
年
間
で
世
界
の
野
生
生
物

の
個
体
群
が
平
均
73
％
減
少

し
た
と
の
見
解
が
示
さ
れ

た
」
と
語
り
始
め
、
日
本
各

地
の
漁
場
で
発
生
し
て
い
る

異
変
や
不
漁
の
実
態
、
森
林

破
壊
が
も
た
ら
す
影
響
な
ど

　

青
少
年
育
成
北
杜
市
民
会

議
の
白
州
、
武
川
の
両
支
部

は
１
月
24
日
、「
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
武
川
町

の
甲
斐
駒
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら

ぎ
で
合
同
の
研
修
会
を
開
い

た
。講
師
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体「
リ
ズ
ム
オ
ブ
ラ
ブ
」

代
表
の
渡
辺
光
美
さ
ん
を
迎

え
、
約
30
人
が
参
加
し
た
。

　

元
小
学
校
教
諭
の
渡
辺
さ

ん
は
、
２
０
０
１
年
に
起
き

た
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田

小
学
校
の
児
童
殺
傷
事
件
を

き
っ
か
け
に
活
動
を
始
め
、

「
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る

た
め
の
心
身
の
育
成
」
に
力

を
入
れ
て
き
た
こ
と
を
振
り

返
り
、
健
康
安
全
の
た
め
の

基
礎
体
力
や
、
想
像
力
、
判

断
力
、
瞬
発
力
と
い
っ
た
危

険
察
知
回
避
能
力
、
自
己
防

犯
意
識
を
醸
成
す
る
と
い
う

自
己
肯
定
感
の
向
上
を
目
的

に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ズ

ム
体
操
を
紹
介
し
、
実
践
し

た
。（
写
真
）

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た

犯
罪
が
増
加
す
る
な
か
、
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
の
安
全
教
育
と
し

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
安

全
設
定
の
活
用
を
は
じ
め
、

利
用
時
間
や
場
所
と
い
っ
た

ル
ー
ル
づ
く
り
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

誘
い
を
断
る
勇
気
を
育
む
こ

と
な
ど
を
伝
え
た
。

あ
り
、
人
工
衛
星
の
打
ち
上

げ
も
増
加
し
続
け
て
い
る
現

状
に
つ
い
て
、
宇
宙
ご
み
を

減
少
さ
せ
る
取
り
組
み
や
打

ち
上
げ
の
規
制
、
世
界
各
国

の
動
向
な
ど
で
意
見
を
交
わ

し
、
安
全
な
宇
宙
利
用
へ
の

理
解
を
深
め
た
。

を
説
明
。「
生
態
系
が
消
え

る
速
度
が
加
速
し
、
大
変
な

局
面
を
迎
え
て
い
る
」
と
強

調
し
、「
残
さ
れ
た
時
間
で

私
た
ち
は
何
を
大
切
に
し
て

ど
う
生
き
る
の
か
、
本
気
で

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
局

面
に
あ
る
」
と
語
っ
た
。

■
舞
踊
の
発
表

　

３
月
８
日
、
須
玉
ふ
れ
あ
い

館
を
会
場
に
し
て
「
第
19
回
北

杜
市
踊
り
を
楽
し
む
集
い
」（
同

実
行
委
員
会
の
主
催
）
が
開
か

れ
る
。
午
前
10
時
開
会
。
参
加

無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
42
・

２
９
２
７
ま
で
。

■
香
害
の
学
習
会

　

生
活
ク
ラ
ブ
山
梨
で
は
、
3

月
29
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
無
料
講

座
「
香
害
の
学
習
会
」
を
予
定

し
て
お
り
参
加
者
を
募
っ
て
い

る
。
会
場
や
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

の
予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

■
が
ん
ば
ら
な
い
山
歩
き

　

八
ヶ
岳
自
然
ク
ラ
ブ
で
は
、

３
月
17
日
に
、「
理
学
療
法
士

の
視
点
か
ら
見
た
『
山
の
歩
き

方
』
と
『
楽
し
み
方
』」
の
講

演
会
を
予
定
し
て
い
る
。
講
師

は
理
学
療
法
士
の
中
山
陽
子
さ

ん
で
、
会
場
は
武
川
町
の
甲
斐

駒
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
。
参
加

費
は
３
０
０
円
。
午
後
１
時
30

分
開
会
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
０

９
０
‐
９
３
１
７
‐
３
７
０
９

（
篠
原
）
ま
で
。

★
ギ
タ
ー
カ
ル
テ
ッ
ト

　

県
立
北
杜
高
等
学
校
ギ
タ
ー

部
Ｏ
Ｂ
の
五
味
拓
磨
さ
ん
が
参

加
す
る
ギ
タ
ー
カ
ル
テ
ッ
ト

「
リ
ベ
ル
タ
」
の
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
が
、
３
月
７
日
、

大
泉
町
の
音
楽
ホ
ー
ル
セ
レ

ナ
ー
デ
で
開
か
れ
る
。
チ
ケ
ッ

ト
は
３
５
０
０
円
（
学
生
１
０

０
０
円
）
で
午
後
１
時
開
場
。

申
し
込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

■
皆
既
月
食
を
見
よ
う
！

　

星
見
里
の
会
で
は
、
３
月
３

日
の
皆
既
月
食
の
観
察
会
を
須

玉
町
の
遠
照
寺
を
会
場
に
し
て

開
く
。
幻
想
的
な
赤
銅
色
の
月

を
肉
眼
と
望
遠
鏡
で
観
察
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
午
後
６
時

30
分
開
会
。
問
い
合
わ
せ
は
☎

０
８
０
‐
５
０
３
９
‐
１
７
４

８
（
辛
島
）
ま
で
。

■
オ
ー
ル
北
杜
春
の
集
い

　

３
月
７
日
、
明
野
総
合
会
館

で
「
オ
ー
ル
北
杜
春
の
集
い
」

が
開
か
れ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
戦
争
を
回
避
す
る
『
新
し

い
外
交
』
を
切
り
拓
く
〜
日
本

の
外
交
、こ
れ
で
良
い
の
か
〜
」

で
、
新
外
交
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

事
務
局
長
の
巌
谷
陽
次
郎
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
る
。
午
後
１
時

30
分
開
演
で
参
加
費
は
７
０
０

円
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
７
０

‐
６
５
５
２
‐
７
３
０
８
（
小

林
）
ま
で
。

■
お
笑
い
寄
席

　

白
州
町
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
は
く

し
ゅ
う
で
、
３
月
７
日
に
「
は

く
し
ゅ
う
お
笑
い
寄
席
」
が
開

か
れ
る
。
出
演
は
芋
食
亭
平
助

さ
ん
と
墨
亭
河
童
さ
ん
。
午
後

１
時
30
分
開
演
で
要
予
約
。
問

い
合
わ
せ
は
☎
35
・
５
０
７
０

ま
で
。

■
映
画
上
映
会

　

２
月
22
日
、
須
玉
ふ
れ
あ
い

館
で
、
峡
北
シ
ル
バ
ー
「
す
こ

や
か
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
開
か

れ
る
。
公
益
社
団
法
人
峡
北
広

域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

峡
北
シ
ル
バ
ー
会
員
互
助
会
の

共
催
。
今
回
は
映
画
「
最
高
の

人
生
の
見
つ
け
方
」
を
上
映
す

る
。
出
演
は
吉
永
小
百
合
さ
ん

や
天
海
祐
希
さ
ん
な
ど
。
入
場

は
無
料
で
先
着
３
０
０
人
。
午

後
１
時
開
場
。
問
い
合
わ
せ
は

☎
25
・
６
３
０
０
ま
で
。

■
「
山
を
旅
す
る
」
講
演
会

　

地
球
を
歩
い
て
旅
す
る
紀
行

作
家
の
斉
藤
政
喜
さ
ん
（
シ
ェ

ル
パ
斉
藤
さ
ん
）
を
講
師
に
迎

え
た
講
演
会
「
日
本
の
山
を
旅

す
る
」
が
３
月
14
日
、
高
根
町

の
北
杜
市
た
か
ね
図
書
館
で
開

か
れ
る
。
午
後
１
時
30
分
開
会

で
、
参
加
無
料
。
定
員
は
50
人

で
要
予
約
。
問
い
合
わ
せ
は
☎

47
・
４
７
８
４
ま
で
。

　

一
般
社
団
法
人
北
杜
市
観

光
協
会
で
は
、１
月
29
日
に
、

「
第
７
回
八
ヶ
岳
南
麓
エ
リ

ア
活
性
化
協
議
会
」を
開
き
、

冬
の
小
海
線
の
乗
車
体
験
を

行
っ
た
。（
写
真
）

　

こ
の
企
画
は
、
日
頃
乗
車

す
る
機
会
が
少
な
い
小
海
線

に
乗
車
し
て
、
冬
の
小
海
線

の
車
窓
か
ら
見
え
る
吐
竜
の

滝
や
景
色
、
個
々
の
駅
の
状

況
な
ど
を
知
ろ
う
と
開
か
れ

た
も
の
で
、
約
20
人
が
参
加

し
た
。

　

当
日
は
Ｊ
Ｒ
甲
斐
大
泉
駅

前
に
集
合
し
、
小
淵
沢
駅
に

移
動
。
小
海
線
に
つ
い
て
の

説
明
を
聞
い
た
後
に
野
辺
山

方
面
に
移
動
し
、
Ｊ
Ｒ
線
の

中
で
は
一
番
高
い
と
こ
ろ
に

位
置
す
る
野
辺
山
駅
で
周
辺

の
散
策
を
行
っ
た
。

　

同
観
光
協
会
で
は
、「
改

め
て
小
海
線
に
乗
車
し
、
見

ど
こ
ろ
な
ど
を
体
験
し
て
も

ら
え
た
の
で
、
再
発
見
に
つ

な
が
れ
ば
」と
話
し
て
い
る
。

「
小
海
線
の
旅
」

新
た
な
発
見
を

宇
宙
利
用
の
現
状
と
課
題

甲
陵
高
校
で
民
間
事
業
者
が
講
演

エルサステックの社員らと甲陵高校生たちが宇宙
利用についてトークディスカッションをする様子

加速する「種の絶滅」
上映会とトークショー
環境活動家・山田さん

青
少
年
育
成
会
議

合
同
で
研
修
会

https://www.instagram.com/eighten_com/?hl=ja
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfMCf7CO-qcPdN73WuFLdBOQwGvOUF2oTpiypRuK60XpSCIEQ/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeqIHVgvKgPljJVshA5zcx3aXuH_oNzzaubQaXB99TCEZXjJw/viewform
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自
然
ア
ル
バ
ム
を
発
刊

　

北
杜
市
高
根
町
で
２
０
０

７
年
６
月
に
ペ
ン
シ
ョ
ン
を

開
業
し
て
か
ら
、
19
年
間
継

続
し
て
ブ
ロ
グ
を
更
新
す
る

八
ヶ
岳
野
鳥
ク
ラ
ブ
会
長
の

竹
内
時
男
さ
ん
（
71
）
が
、

ブ
ロ
グ
を
ま
と
め
た
「
八
ヶ

岳
自
然
ア
ル
バ
ム
〜
八
ヶ
岳

の
自
然
３
６
６
日
」（
１
８

０
０
円
税
別
）を
発
刊
し
た
。

　

こ
の
「
八
ヶ
岳
自
然
ア
ル

バ
ム
」
は
、
Ａ
４
判
１
２
０

㌻
で
、
１
年
３
６
６
日
（
閏

年
含
む
）
と
し
て
、
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
を
写

真
と
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
て
い

る
も
の
で
、
19
年
間
の
同
じ

日
の
出
来
事
で
、
印
象
に

残
っ
た
内
容
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。

　

元
旦
の
紹
介
で
は
、
18
年

１
月
１
日
の
「
元
旦
の
富
士

山
」
が
使
わ
れ
、
１
月
２
日

は
、
06
年
１
月
２
日
の
「
ホ

ト
ケ
ノ
ザ
」、
３
日
は
11
年

１
月
３
日
の
「
噴
水
、凍
る
」

な
ど
、
年
別
で
19
回
あ
る
中

か
ら
、
そ
の
日
の
印
象
に
残

る
１
ペ
ー
ジ
を
カ
レ
ン
ダ
ー

の
よ
う
に
紹
介
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
「
ラ
ン
ダ
ム

に
セ
レ
ク
ト
し
て
ま
と
め
た

が
、
生
き
物
別
に
し
て
み
る

と
１
位
が
植
物
の
１
３
６

点
、
２
番
目
は
野
鳥
の
77

点
、
３
番
目
は
昆
虫
52
点
に

な
っ
た
。
四
季
で
も
分
け
て

お
り
、
春
夏
秋
冬
の
違
い
も

わ
か
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　

索
引
か
ら
も
調
べ
る
こ
と

が
で
き
、「
ア
ケ
ビ
コ
ノ
ハ
」

の
幼
虫
や
「
ノ
ウ
タ
ケ
」
と

い
う
キ
ノ
コ
、
野
鳥
の
「
ヤ

ツ
ガ
シ
ラ
」
な
ど
３
６
６
点

を
掲
載
し
て
い
る
。（
写
真
）

　

ま
た
、「
八
ヶ
岳
自
然
ア

ル
バ
ム
」
の
完
成
を
記
念
し

て
、
２
月
18
日
に
「
野
鳥
調

査
報
告
会
」
を
高
根
町
の

ペ
ン
シ
ョ
ン
八
ヶ
岳
自
然

ヒ
ュ
ッ
テ
で
開
く
。
午
前
10

時
開
演
で
参
加
無
料
。

　

問
い
合
わ
せ
は
☎
０
８
０

‐
６
５
３
８
‐
２
２
２
４

（
竹
内
）
ま
で
。

　
オ
ギ
ノ
が
寄
付

　

市
内
で
長
坂
町
、
須
玉
町

の
２
店
舗
営
業
す
る
株
式
会

社
オ
ギ
ノ（
荻
野
雄
二
社
長
）

で
は
、「
北
の
杜
フ
ー
ド
バ

レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
活

用
し
て
ほ
し
い
と
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
申
し
出
、

２
月
４
日
、
金
１
０
０
万
円

を
寄
贈
し
た
。

　

荻
野
社
長
は
「
北
杜
市
の

農
産
物
を
ほ
か
の
地
域
で
販

売
し
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い

る
」
と
し
、「
農
産
物
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。
フ
ー
ド
バ
レ
ー
協
議
会

の
皆
様
の
助
け
に
も
少
し
で

も
な
れ
ば
」
と
話
し
た
。

　

大
柴
邦
彦
市
長
は
「
寄
付

は
、
北
の
杜
フ
ー
ド
バ
レ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
オ
ギ
ノ
様
と

の
絆
を
今
ま
で
以
上
に
し
っ

か
り
結
ん
で
、
連
携
を
取
っ

て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
た
。（
写
真
）

　

ま
た
、
北
の
杜
フ
ー
ド
バ

レ
ー
協
議
会
の
大
塚
広
夫
会

長
は
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー
協
議

会
の
会
員
数
が
２
５
０
件
以

上
に
上
る
こ
と
や
課
題
に

な
っ
て
い
る
担
い
手
の
高
齢

化
に
対
応
す
る
た
め
、「
新

規
就
農
者
と
一
緒
に
（
農
業

を
）
や
っ
て
く
れ
る
仲
間
を

増
や
す
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
る
」
と
い
い
、「（
オ

ギ
ノ
様
で
）
こ
う
い
う
も
の

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
、
こ

う
い
っ
た
時
期
に
こ
う
い
う

も
の
が
足
り
な
い
な
ど
、
相

談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
何

と
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
取

り
組
み
も
や
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
感
謝
し

た
。

　
明
野
処
分
場
安
管
委

　

２
０
１
３
年
に
閉
鎖
し

た
明
野
廃
棄
物
最
終
処
分

場
（
山
梨
県
環
境
整
備
セ
ン

タ
ー
）
で
２
月
６
日
、
令
和

７
年
度
の
第
２
回
安
全
管
理

委
員
会
が
開
か
れ
、県
や
市
、

地
元
の
区
長
な
ど
、
委
員
約

15
人
が
出
席
し
た
。

　

会
合
で
は
、
昨
年
の
７
月

～
12
月
ま
で
に
行
わ
れ
た
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
調
査
結

果
を
報
告
。
事
業
団
は
、
廃

棄
物
埋
立
地
を
通
過
し
た

浸
出
水
に
つ
い
て
、「
ほ
う

素
」
と
「
マ
ン
ガ
ン
」
の
２

項
目
が
公
害
防
止
協
定
の
排

水
基
準
値
を
上
回
っ
た
も
の

の
、
処
理
施
設
で
適
正
に
処

理
し
、
安
全
に
管
理
し
て
い

る
と
説
明
し
た
。（
写
真
）

　

ま
た
、
県
が
昨
年
の
５
月

に
示
し
た
「
早
期
廃
止
の
方

針
」
に
つ
い
て
、
地
元
委
員

か
ら
の
意
見
を
求
め
る
時
間

が
設
け
ら
れ
、
浸
出
水
や
有

害
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
な
ど
の
安
全
な
管
理

を
は
じ
め
、
廃
止
に
向
け
た

他
県
の
最
終
処
分
場
の
取
り

組
み
事
例
、
丁
寧
な
住
民
理

解
の
醸
成
な
ど
を
求
め
る
声

が
上
が
っ
た
。

　

県
は
、「
専
門
性
の
高
い

事
柄
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

て
地
元
の
理
解
を
深
め
る
一

方
、
地
元
の
方
が
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か

を
検
討
で
き
る
場
も
必
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。
安
全
対
策

だ
け
で
は
な
く
、
広
い
意
味

で
処
分
場
の
将
来
に
つ
い
て

議
論
で
き
る
場
を
つ
く
れ
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と
検
討
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

山
梨
県
初
の
「
高
校
生
平

和
大
使
」
と
し
て
活
動
す
る

市
立
甲
陵
高
等
学
校
１
年
の

小
寺
輪
子
さ
ん
が
２
月
10

日
、
母
校
の
市
立
高
根
東
小

学
校
を
訪
れ
、
６
年
生
の
約

40
人
を
対
象
に
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
授
業
を
行
っ
た
。

　

小
寺
さ
ん
は
昨
年
の
６

月
、
核
兵
器
廃
絶
を
国
内
外

で
訴
え
る
第
28
代
「
高
校
生

平
和
大
使
」
の
一
人
に
選
ば

れ
、
９
月
に
ス
イ
ス
の
国
連

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本
部
を
訪
れ
て

平
和
を
訴
え
る
ス
ピ
ー
チ
を

行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

授
業
で
は
、「
今
の
世
界

は
平
和
だ
と
思
い
ま
す
か
」

と
の
問
い
掛
け
か
ら
始
め
、

半
数
以
上
の
児
童
た
ち
が

「
平
和
で
は
な
い
」
と
回
答
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
を
は
じ
め
、
核
兵
器
を

め
ぐ
る
国
際
情
勢
や
核
技
術

の
進
化
か
ら
、「
核
兵
器
で

の
解
決
が
横
行
し
そ
う
で
怖

い
」
と
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

小
寺
さ
ん
は
、
高
校
生
平

和
大
使
に
つ
い
て
、「
大
人

じ
ゃ
な
く
て
も
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
知
っ
て
応
募
し

た
」
と
振
り
返
り
、
９
月
に

国
連
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本
部
を
訪

問
し
た
際
、
核
兵
器
廃
絶
を

願
う
11
万
１
０
７
１
筆
の
署

名
を
提
出
し
た
こ
と
や
「
大

き
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、対
話
と
信
頼
が
大
切
」

と
の
言
葉
に
深
い
感
銘
を
受

け
た
こ
と
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
被
爆
者
の
高
齢
化

が
進
み
、
被
爆
体
験
を
直
接

聞
く
機
会
が
な
く
な
る
こ
と

へ
の
危
機
感
や
広
島
、
長
崎

と
他
県
に
お
け
る
平
和
教
育

の
格
差
に
も
触
れ
た
ほ
か
、

核
兵
器
が
な
く
な
ら
な
い
理

由
に
つ
い
て
、
核
抑
止
論
や

日
米
防
衛
の
歴
史
な
ど
の
視

点
か
ら
意
見
を
交
し
た
。

　

最
後
に
、「
知
る
こ
と
、

そ
し
て
知
っ
た
こ
と
を
広
め

る
こ
と
が
大
切
。
こ
れ
か
ら

を
生
き
る
私
た
ち
が
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
び
、
戦
争
の

な
い
平
和
な
世
界
を
ど
う
実

現
す
る
の
か
考
え
続
け
な
が

ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

授
業
を
受
け
た
小
林
晴
杜

さ
ん
（
６
年
）
は
、「
年
齢

の
近
い
小
寺
さ
ん
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
で
、
平
和
に
向
け

て
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
強
く
思
え
た
。『
微

力
だ
け
ど
無
力
じ
ゃ
な
い
』

と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
こ
れ

か
ら
行
動
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

高校生平和大使 小寺さん

高根東小で平和授業

原爆の恐ろしさを児童に語る小寺さん

https://suzukenshizai.com
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車
椅
子
に
乗
っ
た
ま
ま
氷

上
を
滑
走
で
き
る
「
車
椅
子

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
」
の
体
験

会
が
、
２
月
８
日
、
小
淵
沢

町
の
「
フ
ォ
ー
ク
ウ
ッ
ド
ス

ケ
ー
ト
パ
ー
ク
八
ヶ
岳
」
で

開
催
さ
れ
た
。
車
椅
子
の
利

用
者
や
知
的
障
が
い
の
あ
る

人
、
そ
の
家
族
な
ど
が
参
加

し
、氷
の
感
触
を
楽
し
ん
だ
。

　

こ
の
体
験
会
は
、
障
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
一
緒
に
ス
ケ
ー
ト
を
楽

し
め
る
機
会
を
つ
く
ろ
う

と
、
障
が
い
者
な
ど
の
体
験

機
会
の
創
出
を
支
援
す
る
合

同
会
社
Ｆ
ｕ
ｚ
ｉ
（
藤
田
綾

子
代
表
）
が
企
画
し
た
も
の

で
、
県
内
を
は
じ
め
、
東
京

都
や
神
奈
川
県
、
長
野
県
か

ら
約
60
人
が
参
加
し
た
。

　

会
場
は
屋
外
の
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
で
、
周
囲
に
手
す
り

が
設
置
さ
れ
た
約
２
０
０
平

方
㍍
の
初
心
者
リ
ン
ク
を
利

用
。
車
椅
子
は
通
常
の
タ
イ

ヤ
で
ス
ム
ー
ズ
に
氷
の
上
を

滑
走
す
る
こ
と
が
で
き
、
車

椅
子
に
乗
っ
た
子
ど
も
と
そ

の
家
族
が
一
緒
に
ス
ケ
ー
ト

を
楽
し
ん
だ
り
、
参
加
者
同

士
の
交
流
に
笑
顔
が
広
が
っ

て
い
た
。

　

生
ま
れ
な
が
ら
の
脳
性
麻

痺
で
、
身
体
的
な
障
が
い
や

知
的
障
が
い
の
あ
る
関
屋
匠

真
さ
ん
（
22
）
は
、
両
親
と

３
人
で
参
加
。
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
を
見
る
の
が
好
き

で
、
初
め
て
の
ス
ケ
ー
ト
体

験
に
「
ス
ピ
ー
ド
に
乗
っ
て

氷
の
上
を
走
る
の
が
楽
し

か
っ
た
」
と
い
い
、
母
親
の

典
子
さ
ん
（
52
）
は
、「
一

緒
に
ス
ケ
ー
ト
を
体
験
で
き

て
楽
し
か
っ
た
。
外
遊
び
は

な
か
な
か
大
変
な
の
で
、
こ

う
い
う
機
会
が
あ
っ
て
う
れ

し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

合
同
会
社
Ｆ
ｕ
ｚ
ｉ
は
、

今
年
の
４
月
か
ら
、
障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
と
そ
の
き
ょ

う
だ
い
児
、
保
護
者
が
一
緒

に
楽
し
め
る
自
然
体
験
・
森

あ
そ
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
す
る「
フ
ォ
レ
ス
テ
ッ
プ
」

事
業
を
本
格
的
に
開
始
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
今
回
の

体
験
会
は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

と
し
て
実
施
し
た
。
フ
ォ
レ

ス
テ
ッ
プ
の
活
動
は
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
発
信
し
て
い

る
。

　

手
軽
な
サ
イ
ズ
感
で
持
ち

運
び
に
便
利
な
「
文
庫
本
」

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

北
杜
市
な
が
さ
か
図
書
館
は

２
月
３
日
か
ら
、
文
庫
本
を

借
り
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

と
、
手
づ
く
り
の
ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
が
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト

を
始
め
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
文

庫
沼
」
と
題
し
、
若
者
世
代

な
ど
が
本
を
手
に
取
る
き
っ

か
け
を
つ
く
ろ
う
と
企
画
し

た
も
の
で
、３
月
29
日
ま
で
、

同
図
書
館
の
司
書
が
厳
選
し

た
２
０
０
冊
以
上
の
文
庫
本

を
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
紹

介
し
て
い
く
。

　

期
間
中
、
小
学
５
年
生
か

ら
高
校
生
ま
で
は
１
回
１
冊

以
上
、
一
般
は
１
回
３
冊
以

上
の
文
庫
本
を
借
り
る
と
、

ス
タ
ン
プ
を
１
つ
獲
得
で

き
、
３
つ
集
め
る
と
ブ
ッ
ク

カ
バ
ー
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
。
先
着
20
人
ま
で
。

　

こ
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
は
、

長
坂
町
で
本
に
親
し
む
環
境

を
提
供
し
て
い
る
「
か
え
る

文
庫
」
の
米
原
文
子
さ
ん
が

手
づ
く
り
し
た
も
の
で
、
動

物
や
花
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
が
楽

し
め
る
１
０
０
枚
以
上
の
作

品
か
ら
好
き
な
も
の
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

　

図
書
館
司
書
の
篠
原
治
奈

さ
ん
は
、「
文
豪
の
作
品
を

は
じ
め
、
サ
ク
ッ
と
読
め

る
短
編
集
や
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。

ち
ょ
っ
と
読
ん
で
み
よ
う
と

気
軽
に
手
に
と
っ
て
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
、

３
月
22
日
、
小
学
５
年
生
か

ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
し

た
「
Ｙ
Ａ
向
け
ク
ラ
フ
ト
講

座
」
が
開
か
れ
る
。
米
原
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
文
庫
本

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
た
地
域
の
豊
か
な

自
然
環
境
や
歴
史
、
文
化
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
２
月
１
日
、
須
玉
町
の

須
玉
ふ
れ
あ
い
館
で
、「
民

謡
民
話
と
伝
統
芸
能
を
楽
し

む
会
」
が
開
か
れ
た
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

は
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機

構
（
ユ
ネ
ス
コ
）
が
認
定
す

る
「
自
然
と
人
間
社
会
の
共

生
を
目
指
す
モ
デ
ル
地
域
」。

北
杜
市
内
に
は
２
つ
の
エ
コ

パ
ー
ク
が
あ
り
、
甲
武
信
エ

リ
ア
（
明
野
、
須
玉
）
と
南

ア
ル
プ
ス
エ
リ
ア
（
白
州
、

武
川
）
で
活
動
す
る
両
地
域

連
絡
会
が
共
同
で
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
。

　

同
日
は
、
市
内
に
伝
わ
る

３
つ
の
民
話
を
紹
介
。
金
峰

山
に
ま
つ
わ
る
「
千
代
の
吹

き
上
げ
」
で
は
、
市
内
在
住

の
岩
下
香
さ
ん
が
自
作
の
挿

絵
と
と
も
に
軽
妙
な
語
り
口

で
披
露
し
、
時
に
会
場
か
ら

笑
い
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、「
武
田
節
」
や
「
秋

田
お
は
ら
節
」
な
ど
の
民
謡

で
は
、
三
味
線
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
伸
び
や
か
な
歌
声
が

響
き
わ
た
り
、「
は
ぐ
れ
コ

キ
リ
コ
」や「
華
舞
」と
い
っ

た
民
舞
の
ほ
か
、
須
玉
町
の

根
古
屋
神
社
神
楽
団
が
「
斎

場
清
米
乃
舞
」
な
ど
を
披
露

し
、
優
雅
な
舞
で
会
場
を
魅

了
し
た
。（
写
真
）

用
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
と
し
お

り
を
つ
く
る
。
会
場
は
長
坂

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
、
午
後
１
時
30
分
開
会
。

参
加
費
は
５
０
０
円
で
、
定

員
は
15
人
の
要
予
約
。
詳
細

は
☎
32
・
８
２
２
８
ま
で
。

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
や
甲
武
信
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
、
そ
し
て

八
ヶ
岳
中
信
国
定
公
園
に
囲

ま
れ
て
い
る
北
杜
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
作
品
を
募
集
す
る

「
第
３
回
八
ヶ
岳
高
原
文
学

賞
」（
協
立
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
と
ピ
ー
・
エ
ス
・

ワ
イ
の
共
同
企
画
）
に
は
、

全
国
か
ら
30
作
品
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
大
賞
作
品

に
つ
い
て
は
今
回
見
送
る
こ

と
に
な
り
、
北
杜
市
長
賞
に

は
大
村
梓
さ
ん
の
「
清
里
物

語
」、
韮
崎
市
長
賞
は
高
砂

あ
き
ら
さ
ん
の
「
星
糸
─
夜

に
読
む
地
図
」
を
選
び
ま
し

た
。

　

ま
た
、
特
別
賞
と
し
て
星

見
晶
さ
ん
の
「
山
守
り
の
時

間
割
」
と
筧
朔
太
郎
さ
ん
の

「
八
ヶ
岳
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

を
選
ん
で
い
ま
す
。

　

講
評
で
は
審
査
員
か
ら

「
短
編
小
説
に
求
め
ら
れ
る

の
は
ス
パ
ッ
と
し
た
切
れ
味

だ
と
思
う
。
も
う
少
し
ス

ト
ー
リ
ー
の
意
外
性
の
あ
る

作
品
を
描
い
て
ほ
し
か
っ

た
」
と
い
う
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
入
賞
し
た
４
作
品

は
、
Ｐ
Ｏ
Ｄ
出
版
と
し
て
、

３
月
５
日
頃
か
ら
ア
マ
ゾ
ン

経
由
で
販
売
し
ま
す
。

　

今
年
の
作
品
募
集
は
９
月

か
ら
の
予
定
で
、
本
紙
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

　高根町清里の冬の風物詩となっている「巨大な氷の
リース」が、清泉寮本館前に登場した。直径約２・４
㍍、重さ約８００㌔㌘で、カラフルなフェルトで彩ら
れている。展示は溶けるまでで、２月中下旬の見込み。

第３回八ヶ岳高原文学
賞の表紙案

車
椅
子
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

障
が
い
問
わ
ず
共
に
楽
し
く

車椅子に乗ったままアイススケートを楽しむ参加者たち

文
庫
本
の
魅
力
発
信

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

図書館司書が厳選した文庫本を紹介する
特別展示コーナー

民
話
を
楽
し
む

エ
コ
パ
ー
ク
連
絡
会

第
３
回
八
ヶ
岳
高
原
文
学
賞

受
賞
作
品
を
書
籍
化

https://www.instagram.com/forestep.go?igsh=MWE1NHBrOTQwY2Z3Nw%3D%3D

